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図 18 進路に関する説明が生徒に伝わりやすいと思いますか？ 

平成 28年度に「伝わりやすい」が 12％で「伝わりにくい」が 71％「どちらでもない」が 17％

であったが、令和３年には就労支援チェックリストを使用して説明をすることで、全員の教員が

生徒に伝わりやすいと回答した。口頭説明と就労支援チェックリストを併用することで、説明し

やすく生徒に伝わりやすいとの結果になった。 

図 19 進路に関する説明を保護者にしやすいですか？ 

平成 28年度に「説明しやすい」が 25％で「説明しにくい」が 60％「どちらでもない」が 15％

であったが、就労支援チェックリストを使用することで、全員の教員が保護者に説明しやすいと

回答した。 

図 20 進路に関する説明は保護者に伝わりやすいと思いますか？ 

平成 28 年度に「伝わりやすい」と回答した保護者が 30％で「伝わりにくい」が 70％であった

が、就労支援チェックリストを使用して説明することで、全員の教員が保護者に伝わりやすいと

回答した。 
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これらのアンケート結果から、就労支援チェックリストを利用することによって、生徒、保護

者、教員のそれぞれが生徒の現状を理解しやすく、相互にコミュニケーションも取りやすくなる

との結果となった。生徒は自身の現状を理解しやすく、保護者は子どもを客観的にとらえやすく、

結果を子どもと話し合うことができる。教員にとっては、生徒の状況を理解したうえで生徒、保

護者に伝えることができる有効なツールとして機能したことがわかった。以上の結果より、就労

支援チェックリストを使用することで、話し合いの機会や、自己を見つめ直す機会が増え、自己

肯定感の育みに影響を与えたことが推測できる。 

 

第２節 地域貢献活動 

 

１ 導入の理由 

本校は、昭和 54 年の開校時より「地域との交流教育」を中核に据えて学習活動を展開してき

た。本校の周辺には、小学校・中学校・高等学校の他、婦人会、老人会等の様々な住民組織の他

に児童福祉施設や障がい者支援施設、就労移行支援施設等、福祉関連施設が存在し、「地域との

つながりを密にした地域に開かれた学校づくり」を推進してきた。 

先にも述べたが、本校の生徒は、わずかなコミュニケーションのズレでも逃避し、不安定にな

る場面が多い。そこで、自己肯定感を育むために、地域貢献活動への参加を導入し、感情のコン

トロールや自分自身の内面と向き合い、地域の方々に「褒められたり、認められたり、感謝され

る」機会を増やすことにした。 

 

２ 地域貢献活動の位置づけ 

本校高等部では、授業で学んだことを地域で生かす活動として「地域貢献活動」を実施してい 

る。全ての地域貢献活動は、各教科領域の年間指導計画に位置づけている。 

 

表４ 本校の地域貢献活動（令和３年度） 
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 現在実施している地域貢献活動は表４（令和３年度）の通りである。藍の刈り取りは作業学習

（農耕班）、クッキー貢献は家庭科、クリスマスコンサートは音楽科のように、それぞれ各教科

領域等に位置づけて実施している。「地域貢献活動」に参加する意味やメリットを生徒と教員が

十分に共通理解するように事前学習を実施している。 

 

３ 地域貢献活動の実施状況 

 

（１）藍の刈り取り貢献 

地元ＮＰＯ法人の方々が「町おこし」の一環として取り組んでいる「藍染活動」に参加した。

農耕班の生徒が藍の刈り取り作業を手伝って貢献した。事前学習の中で、日時や場所、貢献活動

する意味や当日の活動内容を確認した。そのうえで活動内容に必要なスキルである「鎌の使用方

法」や「刈り取った藍を束ねて天日干しする方法」などを具体的に学習し、その力を生かして貢

献活動を実施した。貢献活動に参加した地域の方々からは「上手に鎌が使えるね」など称賛の言

葉をいただき、会話を楽しみながら作業に参加できた。 

 参加した生徒は、「やさしい人が多くて参加しやすかった」「勉強した通り、鎌が使えたので自

信になった」「こんな仕事がしてみたい」と話す生徒が多く、充実した様子であった。 

 

  写真１ 藍の刈り取り           写真２ 藍の刈り取り 

 

（２）農村舞台設置作業貢献 

平成 15 年に徳島県三好郡東みよし町東山字法市で発掘再建された船底舞台である。毎年 10 月

第１日曜日には、人形浄瑠璃を中心とした農村舞台公演が行われている。本校では、地域の舞台

公演設置に貢献するために参加した。作業学習では、舞台設置に必要な畳を上げて運搬すること

や畳の掃き掃除や拭き上げなどを学習して、当日の貢献作業に臨んだ。畳も多く、大変だったが、

地域の方々と協力して貢献した。当日、地域の方々からは「畳を上手に運ぶね」「一人で運んで

力強いな」「畳がきれいに拭けたな。ありがとう」などたくさんのお褒めの言葉をいただき、生

徒たちもその言葉に満足そうな表情を見せ、「うれしい」「畳が協力して運ぶことができた」「ま

た、他のことでも貢献したい」との発言が多く挙がった。 
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写真３ 農村舞台設置（畳運搬）      写真４ 農村舞台設置（掃き掃除） 

 

（３）そばの脱穀作業貢献                              

 そばは、地域の傾斜地農耕で農産物として

生産されている。そばを刈り取り、乾燥した

ものを脱穀（茎からはずす作業）して貢献し

た。事前学習では、日時、場所、作業内容を

学習し、作業手順（束ねたそばをコンテナに

叩きつける→落ちたそばを回収する）を動画

で見せながら、作業手順書を作成し、動作を

確認して貢献した。活動に際しては、事前学

習の通り自信をもって臨むことができた。 

写真５ そばの脱穀作業 

 

（４）手作り石鹸貢献 

いつもお世話になっている地域の方々に、廃油を使った石鹸を総合的な探究の時間に製作し

た。地域の方々に生徒が書いた感謝の手紙と一緒に手渡すと、とても喜んでいただいた。「作業

の後の手洗いや道具の洗浄に使わせていただきます。」と直接感謝の気持ちを伝えていただい

た。             

写真６ 手作り石鹸の包装作業 
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（５）ホットステーションプロジェクト 

ホットステーションプロジェクトは、座布団を製作し、本校生徒がいつも利用しているＪＲ阿

波池田駅待合室に座布団を置いてもらい、利用者の方々に温かく過ごしていただくためのプロジ

ェクトである。縫製班の生徒が、縫製作業で学んだスキルを生かして貢献した。事前に待合所ベ

ンチの大きさを計測し、布地を裁断し、ミシンで縫い合わせて製作した。当日は、駅長さんに贈

呈し、感謝の言葉をいただいた。 

 

写真７ 駅長さんに贈呈 

                      

（６）子ども食堂へクッキー贈呈 

平成 28 年に徳島県三好市池田町にできた子ども食堂

「ぎんざ和囲（わい）和囲（わい）」さんに、家庭科で

製作した「クッキー」を贈った。子ども食堂「ぎんざ

和囲和囲」は、約 30 名の方が利用している。家庭科で

は、試作、材料の吟味、成型、包装などを学んだ。当

日は、直接クッキーを渡してお礼を言っていただいた。                            

写真８ クッキー贈呈 

（７）手作りマスク贈呈 

新型コロナウィルス感染症を心配した生徒の中から、

高齢者の方々や重度の障がいの方々へ「自分たちが家

庭科で製作したマスク」を贈りたいとの意見がでた。

このため、近隣の特別養護老人施設に贈呈した。当日

は、施設長様に贈呈し、とても感謝していただいた。

後日、利用者の方からもお礼の手紙をいただいた。                         

写真９ 手作りマスク贈呈 
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（８）清掃貢献                                    

清掃貢献は、作業学習（ビルメンテナ

ンス班）で学んだことを生かして近隣の

福祉施設を清掃する貢献である。徳島県

では、とくしま特別支援学校技能検定を

実施しており、本校高等部でも、ビルメ

ンテナンス部門に参加している。毎年、

技能検定終了後、この貢献を実施してい

る。清掃し感謝されることで自信をもち、

技能の般化にもつながっている。                  

写真 10 清掃貢献 

（９）接客貢献 

接客貢献は、作業学習（接客班）で学んだこと

を生かして地域交流拠点の店舗で接客貢献する活

動である。とくしま特別支援学校技能検定の接客

部門で学んだ技能の確認と地域貢献のために実施

している。清掃貢献と同じく、接客し感謝されて、

技能の般化にもつながっている。 

                

                

                      写真 11 接客貢献 

（10）無事にカエルプロジェクト 

無事にカエルプロジェクトは、地域の交通

安全に貢献するために、地元の警察署と協力

して、交通安全グッズをショッピングセンタ

ーで配布する活動である。陶芸班と紙すき班

では、年間計画に位置づけて学習している。

陶芸班では、「ペーパーウェイト」、紙すき班

では、「交通安全を記載したブックエンド」を

製作した。当日、買い物客に手渡しでグッズ

を配布すると「交通安全に気をつけるね」な

どの返事をもらったり、「ありがとう」「ごく

ろうさま」など感謝の言葉を直接いただいた。    写真 12 無事にカエルプロジェクト 

終了後は警察署の方からも「ありがとう」「来 

年もお願いします」とお礼の言葉をいただい 

て充実した活動になった。 
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４ アンケート結果とまとめ    

地域貢献活動を実施前と実施後でアンケートを実施した。 

図 21 あなたは、貢献活動のメンバーに選ばれて良かったと思いますか？ 

図 21 の結果によれば、貢献活動のメンバーに選ばれて良かったと思う生徒が、実施前の 43％

から実施後は86％に倍増した。また、貢献活動のメンバーに選ばれて良かったと思わない生徒は

39％から 11％へと大幅に減少した。 

図 22 今回、授業で学んだことで貢献することをどう思いますか？ 

図 22 の結果によれば、授業で学んだことで貢献することを「良いと思う」と回答した生徒

が、実施前の 61％から実施後は 93％に増加した。また、「大変だと思う」と回答した生徒が実施

前の 39％から実施後は０％となった。 

図 23 今回の活動で利用している方は喜んでくれると思いますか？ 

図 23 の結果によれば、授業で学んだことで貢献することを「喜んでくれると思う」と回答し

た生徒が、実施前の 71％から実施後は 89％に増加した。また、「喜んでくれると思わない」と回

答した生徒が実施前の 25％から実施後は０％となった。 
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図 24 今後も違う形でも地域貢献に参加したいと思いますか？ 

図 24 の結果によれば、今後も違う形で地域貢献に「参加したい」と回答した生徒が、実施前

の 32％から実施後は 93％に増加した。また、「参加したくない」と回答した生徒が実施前の29％

から実施後は０％となった。 

図 25 自分に自信がつきましたか？ 

図 25 の結果によれば、元来、自分に自信がある生徒が 36％であったが、実施後は 96％の生徒

が自信がついたとの結果になり、地域貢献活動に参加することによって生徒の自己肯定感に明ら

かな変容が見られた。 

 

これらのアンケート結果より、地域貢献活動に参加することに喜びを感じたり、授業の中で地

域貢献活動の学習をすることに積極的になったりしたことで、今後も地域貢献の機会があれば参

加したいと思う生徒が増加していることにつながっている。 

 

第３節 自分ノート（キャリア・パスポート） 

 

１ キャリア・パスポートの導入について 

「キャリア・パスポート」とは、児童生徒が、小学校から高等学校までのキャリア教育に関わ

る諸活動について、特別活動の学級活動及びホームルーム活動を中心として、各教科等と往還

し、自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオのことである。４） 

なお、「その記述や自己評価の指導にあたっては、教師が対話的に関わり、児童生徒一人一人

の目標修正などの改善を支援し、個性を伸ばす指導へとつなげながら、学校、家庭及び地域にお

ける学びを自己のキャリア形成に生かそうとする態度を養うよう努めなければならない。」４）とあ
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る。また、「学校、家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て、学んだことを振り返りな

がら、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を行う」際に

生徒が「活動を記録し蓄積する教材等を活用すること」４）とされている。 

そこで、生徒自身が学習しようとする内容に目標を持ちやすく、活動内容を記録し、振り返る

ことができる「キャリア・パスポート」を導入することにした。高等部のキャリア・パスポート

は「自分ノート」と命名し、高等部の生徒が記入しやすい形に修正して利用することにした。 

 

２ 本校の「自分ノート」について 

基本的には、学年進行で構成されている。ここでは、１年を例（図 27～32）に紹介する。 

 

（１）「自分ノート」の構成 

① 図 26について（１年生のみなさんへ） 

このページは、高等部 1 年間の学校行事や学んでほしい４つについて伝えるページである。

生徒が目標を考えるための参考にするページである。 

② 図 27について（高等部の生活がはじまりました） 

このページは、自分の好きなこと、得意なこと、将来の夢を記入し、「こんな自分になりた

い」目標を考えるページである。また、自分の目標の他に学級でがんばりたいことも目標と

して考え、これらの目標について、先生と保護者からポジティブなコメントをもらうことに

なる。 

③ 図 28について（１年生前期を振り返りましょう） 

このページは、１年生前期に生徒が立てた目標に対して学校や家でがんばったことを評価す

るページである。自分が成長したと感じることについても記入し、その評価について、先生

と保護者からコメントをもらう。そのコメントを受けて、後期の自分に対してのメッセージ

を自分自身で記入する。 

④ 図 29について（１年生後期を振り返りましょう） 

このページは、１年生後期を振り返るページである。後期に学校や家でがんばったことを評

価するページである。後期の自分へのメッセージを記入する。 

⑤ 図 30について（１年生１年間を振り返りましょう①） 

１年間を振り返り、なりたい自分にどれだけ近づけたかを記入する。学校の学習や生活、家

でのことを記入する。最初に学んでほしい４つのことについて自己評価する。 

⑥ 図 31について（１年生１年間を振り返りましょう②） 

このページは、１年間で楽しかったことやこの１年でできるようになったことを書くページ

である。また、２年生ではどうなりたいのかを宣言するページである。この宣言に対して、

先生と保護者からコメントをもらう。 
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また、これ以外に学校行事や就業体験などの記録もしている。この記録は、①から⑥までの各

ページの記入を補助するための資料となり、記入をしやすくするためのものである。最終的には

３年間を振り返ることで成長を促すものである。 

 

（２）「自分ノート」の特徴 

本校の「自分ノート」は、生徒が自分の活動を記録し、見通しをもって目標を計画できるよう

な構成にしている。特に配慮した点については、保護者及び施設職員のコメント欄を頻繁に設け

ている。それは、生徒がどのように自分の目標を設定し、どのように振り返っているのかを確

認、コメントするためである。生徒自身がどのような方向性をもって目標設定し、考えているか

を確認してもらうためでもある。コメント欄の記入については、ポジティブ（肯定的）なコメン

トを記入していただくように、保護者に通知し依頼している。 

  

（３）「自分ノート」の利用方法 

「自分ノート」の利用方法については、以下のように決めている。 

・「自分ノート」は、特別活動の授業で活用する。（但し、就業体験及び学校行事などの記録に

ついては、職業の授業でも活用する。） 

・「自分ノート」は、生徒との対話をしながら、目標を設定し活動を振り返り、記録した後、

保護者にコメント記入を依頼する。保護者のコメントは、肯定的な表現にするようお願いする。 

・保護者へのコメント依頼は、４月下旬、前期終了前、後期終了前とする。 

・文字で記入できない生徒は、写真等を利用して記入する。 

 

３ 「自分ノート」の活用事例 

 

（１）目標設定 

 特別活動の授業で学んだことを生かして、なり

たい自分への目標を立てる。前期・後期でも同様

に目標を立てる。実際に授業の中で学び、具体的に

目標設定できるように、ＩＣＴ機器も利用している。 

 写真14によれば、前期就業体験の学年全体の目

標シートでは、『作業してみて働くことがどんな

ことか感じる。』『自分がどんな仕事に向いている

かを知る』と記入している。この生徒は１学年で

あるため、このような目標を記入している。 

 そこで前期就業体験で大切なことは、『ルール

を守る』『注意されたことを素直に聞く』『わから

ないことは先生に聞く』としている。そこで、組

み立て班・ビルメンテナンス班として『組み立て

で不良品をゼロにする』『ビルメンは最後までがんばる』と目標を立てている。             

写真 14 自分ノート（目標シート） 
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（２）振り返り 

写真 15 によれば、目標に

対して達成できたことや、が

んばったことは、『組み立て

で不良品をゼロにする』『ビ

ルメンは最後までがんばる』

を達成できたことを前期就業

体験報告会で発表できたこと

を振り返っている。この生徒

は、前期就業体験中に病気入

院することになり、後半参加

できなかったため、体調管理

の大切さが心に残ったと振り

返っている。これからの学校

生活には、体調管理に心が

け、後期就業体験ではより頑

張ることを振り返ることがで

きている。教員と振り返りな

がら、後期就業体験にポジテ

ィブに取り組めるようなアド

バイスや生徒の記入に補足す

るようなコメントが記入され 

ている。                   

                 

 

４ アンケート結果とまとめ 

 

（１）アンケート結果 

「自分ノートは目標を立てやすいですか」

との質問には「立てやすい」が 71％、「立

てにくい」が 29％となった（図 32）。立てや

すい理由として、「こんな自分になりたいの

ところが、学習・生活・家に分かれていた

ので書きやすかった。」との意見があった。 

 

図 32 自分ノートは目標を立てやすいですか 

写真 15 自分ノート（振り返り） 
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図 33 自分ノートで相談することができましたか 

図 34 自分の将来を考えるために必要だと思いますか

図 35 自分ノートを書くことで自分のために

なったと思いますか   

「自分ノートで相談することができましたか」と

の質問には「できた」が64％、「できなかった」が

36％となった（図33）。相談できた人が増加し、「特

に担任に相談しやすかった」との意見が多かった。 

 

 

 

 

 

「自分の将来を考えるために必要だと思います

か」との質問には、「思う」は 86％、「思わない」

は 7％であった（図 34）。理由としては、「自分ノー

トで振り返り、考えることができるから」「自分の

夢を考える機会になった」「自分の得意なこと・苦

手なことが整理できるから」の意見があった。 

 

 

 

「自分ノートを書くことで自分のためになったと

思いますか」との質問には、「なった」57％、「な

らなかった」14％、「どちらでもない」29％であっ

た（図 35）。「目標を立てたことで自信がもてた」「振

り返ることがしやすかった」の意見があった。 

 

 

 

 

 

（１） まとめ（アンケート結果より） 

① 目標を立てるときは、イメージを持てやすくするためＩＣＴ機器や視聴覚機器を使用する

方が目標を立てやすい。 

② 自分ノートを使用することで、教員と相談できることが増加する。 

③ 生徒が自分の将来を考えるのに、自分ノートは有効である。 

④ 自分ノートを使用することで目標と振り返りをしやすい。 

⑤ 自分ノートを使用することで、自分の得意・不得意を理解しやすい。 

⑥ 自分ノートを使用することで、自信をもちやすい。 
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 以上のことから、自分ノートを使用することで自己理解や自信につながり、「自己肯定感」を 

育むことにつながったと言える。 

 

第４節 ＧＪ（グッドジョブ）カード 

 

夏期休業中に、岡山県倉敷市立西中学校 松本一郎校長の研修において、「生徒に勇気を！学

校にミラクルを！」～ＰＢＩＳ（Positive Behavioral Interventions and Supports）で、笑顔

あふれる学校に～９）と題して講演が行われた。その中で、ＧＢ（good behavior）チケットを

使用して中学生がポジティブ行動支援を実践したお話があった。 

そこで、本校高等部でも、令和３年 10 月より、「ＧＪ（グッドジョブ）カード」として、活用

することにした。生徒の自発的・主体的な活動に対して、教員が生徒に感謝し手渡す活動を実践

し自己肯定感を育む活動を実践した（写真 17）。 

写真 16 ＧＪ（グッドジョブ）カード      写真 17 カード手渡しの様子 

その結果、次のような結果（図36）となった。第1期ベースラインは、ＧＪ（グッドジョブ）

カードを活用する前の生徒の自発的・主体的な活動の出現回数であり、７回／日であった。第２

期は、学部集会で生徒にＧＪ（グッドジョブ）カードを紹介後の出現回数で、33回／日と大幅に

増加し、その後、第３期では 38 回／日とさらに増加をみた。 

この結果から、明らかに生徒の自発的・主体的な行動の増加がみられ、自己肯定感を育む機会 

が増加したことから、ＧＪ（グッドジョブ）カードには効果があったと言える。 

図 36 ＧＪ（グッドジョブ）カードを使った自発的行動の変化 
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第４章 考察 

 

第１節 「自己評価シート」の結果 

 

 「自己評価シート」については、活動実施前の令和３年４月と活動実施後の令和３年 12 月に

実施した。自己肯定感を構成する３観点である「Ａ 自己評価・自己受容」、「Ｂ 関係の中での自

己」、「Ｃ 自己主張・自己決定」１）を中心に以下に示す。 

 

１ 集団傾向の変化 

 

図 37 によれば、高等部全体において

４月と 12 月の自己評価を比較すると

「Ａ 自己評価・自己受容」、「Ｂ 関係の

中での自己」、「Ｃ 自己主張・自己決

定」のすべての項目が向上している。

特に、質問 7「自分はダメな人間だと思

うことがある」、質問18「私は自分のこ

とは自分で決めたいと思う」の回答が

大幅に改善されており、高等部全体で

自己肯定感が育まれている。この結果

から、「就労支援チェックリスト」「地域貢献活動」「自分ノート」「ＧＪ（グッドジョブ）カー

ド」などの実践が高等部全体の自己肯定感の育みにつながったと考えられる。 

 

２ 個別傾向の変化（２事例より） 

 

 自己評価による個別傾向の結果について、２事例を紹介する。この２事例は、自己肯定感の改

善が顕著であり、後述するが、働く力の向上や就労につながった事例である。 

 

 図 38 は、高等部３学年Ａの事例であ

る。Ａの４月と12月を比較すると、「Ａ 

自己評価・自己受容」が向上してい

る。「Ａ 自己評価・自己受容」は教師

との関係に大きく影響し、教員からの

評価や言葉掛けや「ＧＪ（グッドジョ

ブ）カード」による直接的な評価や

「自分ノート」による教員との対話が大

きく影響を与えていると考えられる。 

図 37 自己評価による集団傾向の変化３） 

 図 38 自己評価による個別傾向の変化（事例Ａ） 
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 図 39 は、高等部１学年Ｂの事例であ

る。Ｂの４月と12月を比較すると、「Ｃ 

自己主張・自己決定」が向上してい

る。「Ｃ 自己主張・自己決定」は、今

の自分を受け止め、自分の可能性に気

付き「自分ノート」、「就労支援チェッ

クリスト」により自己理解を促進した

ことが考えられる。 

 

 

 

第２節 「他者評価シート」の結果 

 

「他者評価シート」についても、活動実施前の令和３年４月と活動実施後の令和３年 12 月に実

施した。評価は、担任教員が実施した。安定した学校生活を送るための６つの観点「人への働き

掛け」「大人との関係」「友達との関係」「落ち着き」「意欲」「場に合わせた行動」１）によ

り、他者評価による集団傾向及び個別傾向の変化（自己評価と同じ２事例）の結果を示す。 

 

１ 集団傾向の変化 

 

図 40 によれば、高

等部全体において４月

と 12 月の他者評価を

比較すると、すべての

点で向上している。特

に、それに伴って、毎

日の授業態度や心の安

定していることを実感

することが多くなっ

た。 

 

 

 

図 40 他者評価による集団傾向の変化３） 

  

 図 39 自己評価による個別傾向の変化（事例Ｂ） 
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表１に示した精神的な不安定による保健室利用の利用率は、令和３年度では、12 月末時点

11.5％（図41）となっており、精神的に不安定になる生徒が減少しており、今回の実践が自己肯

定感の育みにつながっていると感じている。 

 

図 41 保健室利用数に占める精神的理由による利用率の変化                    

 

２ 個別傾向の変化（２事例より） 

他者評価による個別傾向の結果について、２事例（図 42、図 43）を紹介する。この２事例

は、図 38、図 39 の自己評価による個別傾向の変化を示した事例と同一生徒である。 

 

図 42 他者評価による個別傾向の変化（事例Ａ） 
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 図 42 によれば、「４ 落ち着き」以外の観点が向上しているが、「１ 人への働き掛け」、「５ 意

欲」などが特に向上している。Ａは、「自分ノート」での目標設定・振り返りも丁寧で「地域貢

献活動」にも積極的に参加し、他者評価からも学校生活が安定していることが伺える。就業体験

では、スーパーマーケットでの実習を経験し、就職できる予定である。 

 

図 43 他者評価による個別傾向の変化（事例Ｂ） 

 

図 43 によれば、各観点とも向上しているが、「１ 人への働き掛け」、「３ 友達との関係」「４ 

落ち着き」、「６ 場に合わせた行動」などが特に向上している。Ｂは、所属学級での友達関係が

良好で、「自分ノート」での教員との振り返りで会話をし、「地域貢献活動」にも積極的に参加す

る様子からも学校生活が充実していることが伺える。後期就業体験では、校内実習を休みなく経

験し、働く場での行動や態度の評価も向上した。 
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第３節 自己肯定感の向上から就労する力に 

 

前述した事例Ａの「自己評価シート」「他者評価シート」及び「就労支援チェックリスト」の

関連性を比較検討し、自己肯定感の向上が就労する力につながることを考察する。 

図 44 は、Ａの自己肯定感の成長項目と「就労支援チェックリスト」の向上した項目を抽出し

相互関連を示した図である。 

 

図 44 自己肯定感と就労支援チェックリストの関連図 

 

 図 44 から関連することを検討すると次のようなことが考えられる。 

・自己肯定感を育むことで、就労する力につながる可能性がある。 

・自己肯定感の中でも、対人関係を高めることが就労につながる可能性がある。 

・自己肯定感の中でも、集団活動や集団生活を高めることが就労につながる可能性がある。 
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第５章 おわりに 

 

前章までに記したように「知的障害特別支援学校における自己肯定感の向上を目指した実践─

就労につなげるために─」というテーマで研究実践に取り組んできた。しかし，新型コロナウイ

ルス感染症の影響で，活動が大きく制限され、事例も２人のみとなったことは残念である。  

就労の力を測る「就労支援チェックリスト」は、個別の指導計画に確実に位置づけ、生徒本人

の自己理解につなげていきたいと考えている。地域貢献活動は、授業で学んだことを般化する場

面として、学校で学び、社会で試す場として校内でシステム化を図りたいと考えている。「自分

ノート」は、生徒自身が自分の成長を実感し、着実に歩み続ける記録にしていきたいと考えてい

る。ＧＪ（グッドジョブ）カードは、いつも前向きに進むための自信につなげ、自ら考え行動で

きる人になるために活用していきたいと考えている。 

 これからも、自己肯定感を育み、対人関係を育み、集団や地域社会の中で生きていける生徒の

成長を見守り、生徒が自己肯定感を育むのに必要な環境づくりと人材づくりに精進したいと考え

ている。  
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